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CHROMOPHOBE CELL RENAL  CARCINOMA  : A CASE REPORT 
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               Osamu IsHrzuxA and Osamu NIsHIzAwA
    From the Department of Urology, Shinshu University School of Medicine
   A 61-year-old man was admitted to our hospital because of the left renal mass lesion. We 
performed left radical nephrectomy under the diagnosis of renal cell carcinoma. The tumor showed a 
dark red color. The pathological diagnosis was chromophobe cell renal carcinoma. We could not 
make the diagnosis before the operation by echography, computed tomography or magnetic resonance 
imaging. It is still controversial whether this diagnosis can be made preoperatively.
(Acta Urol. Jpn. 45: 179-182, 1999)
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緒 言
1974年.Bannaschら1)はN-nitrosomorphineを用
いたラ ッ ト発癌実験の結果,過 去 に記載のない組織学
的 特 徴 を 有 す る 腎 腫 瘍 を発 見 し,こ れ をChro-
mophobeMikroadenomと名 付 け た.1985年,
Thoenesら2)は,ヒトの腎上皮性 腫瘍500例あ ま りの
中か らBannaschらDのい う組織学的特徴 を有す る腎
腫 瘍12例を分 離 し,新 しい型 の 腎細 胞 癌 と して,
chromophobecellrenalcarcinoma(嫌色 素性 腎細胞
癌)と して報 告 した.以 来,本 邦 で も7例 の症 例報
告3'6)と,36例をま とめ た検 討7)が発 表 されて いる.
今 回 われ われ は,術 前 の診 断が難 しか った暗赤 色 の
chromophobecellrenalcarcinomaの1例を経 験 し












現.58歳の時 に指摘 された左 腎結 石に よる痛 みの疑い
にて1997年10月6日,当科 に紹 介 された.
現 症:身 長172cm,体 重75kg.左 肋骨 脊柱 角 に
軽度 の圧痛 を認 めた以外 には異常 を認 めなか った.
検査所 見:血 算,血 液生化学所見 に異常所 見は認 め
なか った.尿 検査:白 血球0～5/hp£赤血球0/hp£
尿細胞診classlであ った.
画 像所 見;排 泄性 腎孟 造影 で は左 腎 に直径5mm
の結石 と腎杯 の軽度 の拡張 を認 めた.腹 部超音波検査
では左 腎上極 に内部 が不均一で ややhypoechoicな充
実性 の腫 瘤病 変 を認 め た.腹 部CT検 査 で は左 腎上
極 に弱 く造影 される直径23mmの 腫 瘤病変 を認め た
(Fig.1).腹部MRIを 施行 した ところ,左 腎上極 の
腫瘤 病変 はTl,T2強 調画像 ともに腎 皮質 と同程度
の信 号で あった。Dynamicstudyでは早期enhance-
mentとwashoutが明瞭 に見 られた(Fig.2).
以上 よ り左腎細胞癌 を疑 い,1998年2月10日,経腹
的左根治 的腎摘 除術 を施行 した.
摘 出標本:重 量782g,腎上極 の腫瘍 は直径23mm.
充実性,弾 性硬で正常 腎組織 との境 界鮮 明で,腫 瘍 の
割面 は暗赤色 であった(Fig.3).
病理組織学 的所見:ヘ マ トキシ リンー エオジ ン染色
で は,腫 瘍細胞 は胞体が豊富で網状 であ り,ま た一部
で はやや好酸性 を示す細胞 を認 めた.核 は円形 で核小
体 を認 め た(Fig.4).Ha豆eのコロ イ ド鉄 染色で は腫



















Fig. 1. Enhanced CT scan revealed the mass 
      lesion in the upper pole of the left kid-
         ney.
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Fig. 2. MRI revealed
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 Fig. 3. Gross finding of
    Ar 
r:I. 
               • A4).
        the extirpated left kid-
         ney. Tumor dark red color.
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Fig. 4. Microscopic findings showed the abun-
       dant cytoplasm and the round nucleus 
















The cytoplasm of the tumor cells was 
positive for Hale's colloid staining ( X 
66).





































腹部超音波検査では,オ ンコサイ トーマで も低エ
コーを示す腫瘤 として認められ9),これのみによる鑑
別は難 しいと思われる.CTで は,オ ンコサイ トーマ
には中心癩痕の存在が見られ,境 界明瞭で均一に腎実
質より弱 くエ ンハ ンスされる9'IDこのことについて
は,嫌色素性腎細胞癌でも同様の所見を示す報告 も多
く3"4'6),われわれの症例 も同様であった.MRIにつ
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